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1面 

 安保法制合意 差しせまる壊憲の危機 

労働者は闘争の前面に立とう！                     大山 歩 

 

2面 

 沖縄戦から七〇年――安保闘争を闘う沖縄・辺野古新基地建設を阻止する闘いは日本の人

民全体の課題である！ 

  沖縄を二度と戦場にさせてはならない 

非暴力を貫く沖縄は絶望しない 

米倉外昭（『琉球新報』記者・前新聞労連副委員長） 

 

3面 

 国・東電への抗議の「現場」、経産省前テントを守ろう！ 

裁判を利用した言論弾圧糾弾                      中村泰子 

 

 政府・防衛局の暴政を批判する翁長知事「意見書」 

沖縄戦の歴史と向き合い反基地を闘う責務               日向よう子 

 

朝鮮総聯中央常任委員会声明 

  不当強制捜査を断固糾弾する！ 

 

4面 

 安倍政権の農協攻撃、その目的は何か 

巨大資産の簒奪を目論む国内外の資本           朝生 進（全農林組合員） 

 

 ＪＡＬの不当解雇撤回をめざす３・23集会 

不当決定を糾弾し今後の方針を論議                   田沼久男 

 

 催物案内 

 

５面 

大阪にて開催 国際婦人デー３・22の集い 

安倍政権の積極的平和主義を批判                    中野哲明 

 

東京東部労組メトロコマース支部 

東京メトロ本社前で座り込み 

 

国際婦人デー３・７東京集会に寄せられたメッセージ 

戦争と資本主義の暴力に抗して連帯を！         韓国・労働社会科学研究所 

 

前照灯 「夫婦別姓」を阻むもの 

 



６面 

 川崎市の少年殺害事件をめぐって 

人としての〝正しさ〟                         大西赤人 

 

 ギリシャの交渉とその「最後の一線」 

帝国主義連合との衝突・決裂が必要である             ギリシャ共産党 

 

 ウクライナ危機に関する声明            ギリシャ共産党中央委国際関係部 

 

7面 

 連載――北海道への旅 ６ 

笹の墓標展示館にて                          立野正裕 

 

 紙つぶて 

  新鮮で興味深い若者の話をきく              本間ちづ子（東京都在住） 

 

  まず私の頭を踏んでいるその足をのけてくれ――運動に潜みかねない危険 

大冨啓（東京都在住） 

 

  黄英治氏を招いて千葉で読者会               二瓶一夫（千葉県在住） 

 

８面 

安倍の暴走ＮＯ！ 笑いと風刺でアベ呑みツクス 

「憲法寄席」と仲間たち＜2015春緊急ライブ＆トーク＞に参加を      高橋省二 

 

頂門一針 安倍晋三一派 

 

東京演劇アンサンブル公演『第三帝国の恐怖と貧困』（作＝Ｂ‐ブレヒト／訳＝千田是也／

演出＝松下重人） 

われわれ自身の弱さとファシズム                   野田光太郎 

 

ハートフィールドの仕事                  ベルトルト‐ブレヒト 

 

編集部発 


